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農  政  課 

 

平成 26 年 5 月 31 日現在における平成 25 年度の予算及び事務事業の執行状況に

ついて、定期監査を実施したので、その結果について概要を述べる。 

 

１  職員の配置状況 

  当課の職員は課長 1 人、農政第 1 係 5 人、農政第 2 係 5 人、畜産係 3 人、耕地

係 5 人の計 19 人である。 

  このほかに農政第 1 係に生活改善センター指導員として嘱託職員 3 人、農政第

2 係に嘱託職員 1 人、耕地係に臨時職員 1 人が配置されている。 

 

２  予算の執行状況 

  当課に係る歳入は、予算現額 2 億 9,490 万 3,000 円に対し、調定額及び収入済

額共に 2 億 7,336 万 2,209 円で、収入率は対予算 92.7％、対調定 100.0％となっ

ている。 

 収入済額の内訳は、分担金及び負担金 123 万 748 円（土地改良施設維持管理適

正化事業拠出金、県営ため池整備事業地元負担金、農地・農業用施設災害復旧事

業分担金）、使用料及び手数料 309 万 5,870 円（生活改善センター使用料、農畜

産物処理加工施設使用料、布計地区多目的集会施設使用料ほか）、県支出金 2 億

2,347 万 1,023 円（中山間地域等直接支払交付金、農業者経営所得安定対策推進

事業補助金、中心経営体等施設整備事業補助金、農業・農村活性化推進施設等整

備事業補助金、環境保全型農業直接支援対策事業補助金、活動火山周辺地域防災

営農対策事業補助金、肉豚生産効率事業補助金、農地集積協力金交付事業補助金、

青年就農給付金事業補助金、農地・農業用施設災害復旧事業補助金ほか）、財産

収入 1 万 1,730 円（中山間ふるさと保全対策基金切替利息、肉用牛特別導入基金

普通預金利息ほか）、寄附金 154 万 2,323 円（共進地区揚水ポンプ電気使用料ほ

か）、繰入金 146 万 5,110 円（肉用牛特別導入基金繰入金国庫精算返納分）、諸収

入 1,954 万 5,405 円（土地改良施設維持管理適正化事業交付金、畜産基盤再編総

合整備事業地元負担金、農業・農村活性化推進施設等整備事業負担金ほか）、市

債 2,300 万円 (村づくり事業過疎債、現年発生単独災害復旧事業債ほか )である。 

一方歳出は、職員の給与費を除く予算現額 7 億 3,629 万 8,000 円に対し、執行

済額は、7 億 298 万 9,540 円で、執行率は 95.5％である。 

執行済額の主なものは、次のとおりである。  

 (1)労働諸費  

   執行済額は 547 万 5,857 円で、起業支援型地域雇用創造事業の委託料（伊佐

産深ネギ周年栽培研究事業業務委託）である。 

（2)農業振興費  

執行済額は 2 億 8,602 万 68 円で、生活改善センター指導員や農業振興推進嘱

託員の報酬 406 万 8,000 円、人・農地プラン検討会や伊佐ブランド認証委員会、
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伊佐ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ認証伊佐米部会審査会、伊佐市食育推進協議会の委員報償費 9 万

7,600 円、伊佐米販売促進活動等の旅費 164 万 4,870 円、需用費 626 万 5,089

円（消耗品費 273 万 4,176 円、燃料費 113 万 2,245 円、印刷製本費 40 万 9,185

円、光熱水費 188 万 6,256 円、修繕料 10 万 3,227 円）、役務費 110 万 9,984 円

（通信運搬費 72 万 9,328 円、広告料 24 万円ほか）、委託料 1,048 万 2,045 円

（農振農用地地図システム保守業務委託料 21 万円、生活改善センター浄化槽

管理業務等の委託料 75 万 4,845 円、地域力発信施設可能性調査業務委託料 165

万 9,000 円、伊佐ブランド推進マネジメント業務委託料 299 万 2,500 円、伊佐

米宣伝広告業務委託料 460 万 3,200 円ほか）、かごしま遊楽館会場使用料等の

使用料及び賃借料 11 万 500 円、米成分分析計などの備品購入費 155 万 5,135

円、野菜価格安定対策事業負担金、伊佐農業公社負担金、大口地方卸売市場管

理組合負担金、中山間地域等直接支払制度交付金、むらづくり整備事業補助金、

ごぼう・金山ねぎ面積拡大事業補助金、かぼちゃ新規栽培助成事業補助金、水

田農業確立推進活動事業補助金、農業者経営所得安定対策推進事業補助金、伊

佐ふるさとまつり補助金、伊佐農業公社無人ヘリコプター操縦資格取得補助金、

農業制度資金利子補給補助金、経営体育成交付金事業補助金、農業農村活性化

推進施設整備事業補助金、活動火山周辺地域防災営農対策事業補助金、新規就

農者育成支援事業補助金、農地集積協力金、麹用米生産拡大事業補助金などの

負担金補助及び交付金 2 億 6,060 万 5,345 円などである。 

(3)畜産業費  

執行済額 6,666 万 9,499 円で、県畜産共進会等への出品報償費 34 万 5,000 円、

伊佐市畜産共進会負担金、伊佐市子牛購買者対策協議会負担金、畜産基盤再編

総合整備事業負担金、優良種雌牛保留導入事業補助金、牛舎施設整備事業補助

金、肉用牛防疫対策事業補助金、肉豚生産効率化事業補助金等の負担金補助及

び交付金 6,483 万 2,528 円、償還金利子及び割引料 146 万 5,110 円（肉用牛特

別導入基金国庫支出金精算返納金）などである。 

(4)農地費  

執行済額は 3 億 1,006 万 7,019 円で、需用費 317 万 4,168 円（消耗品費 26 万

2,560 円、揚水ポンプ電気料の光熱水費 283 万 1,608 円ほか）、委託料 1,014 万

3,000 円（五反田地区用排水路施設整備事業計画書作成業務委託ほか）、工事請

負費 483 万円（土地改良施設維持管理適正化事業、共進地区開閉機修繕工事）、

県営農業農村整備事業負担金、農地・水保全管理支払交付金、環境保全型農業

直接支払交付金、市単独土地改良事業補助金、土地改良区施設維持管理助成事

業補助金、農林漁業資金償還補助金（県営ほ場整備事業）等の負担金補助及び

交付金 2 億 9,164 万 9,611 円などである。 

(5)農道整備事業費  

執行済額は 992 万 1,800 円で、道路補修作業員等賃金 50 万 4,000 円、伊佐広

域農道除草作業業務委託の委託料 71 万 1,900 円、ふるさと農道大田山野線安全

施設設置工事や広域農道曽木地区道路舗装補修工事等の工事請負費 700 万円、

農道等補修用原材料費 82 万 3,600 円（生コン代ほか）、農道台帳管理賦課金の
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負担金補助及び交付金 70 万 8,500 円などである。 

(6)山村振興等農林漁業特別対策事業費  

執行済額は 10 万 2,068 円で、需用費 4 万 7,068 円（布計多目的集会施設電気

料）、全国山村振興連盟負担金の負担金補助及び交付金 5 万 5,000 円である。 

(7)水産業振興費  

執行済額は 79 万 3,226 円で、臨時職員の賃金 10 万 6,000 円、需用費 3 万 5,976

円（轟水門電気料 2 万 976 円ほか）、轟公園魚道用調整樋門管理業務委託料 4 万

7,250 円、川内川上流漁業協同組合運営補助金等の負担金補助及び交付金 60 万

円などである。  

(8)農林施設災害復旧費  

   執行済額は 2,394 万 3 円で，災害補修作業員賃金 17 万 5,000 円、需用費 23

万 4,471 円（消耗品費 22 万 6,590 円、印刷製本費 7,881 円）、農地・農業用施

設災害測量設計業務等の委託料 502 万 1,210 円、前目春園地区市単独災害復旧

工事、荒田後庵地区単独災害復旧工事、馬渡仮屋地区単独災害復旧工事、田原

下田地区（水路）災害復旧工事等の工事請負費 1,801 万 2,775 円、災害補修用

原材料費 47 万 547 円 (生コン代）などである。 

 

３  事務事業の執行状況 

  当年度執行された主な事務事業は、次のとおりである。 

事務事業名  
執 行 済 額

（円）  
事  務  事  業  の  内  容  

起 業 支 援 型 地

域 雇 用 創 造 事

業 

5,475,857 

失 業 者 の 雇 用 確 保 ・ 生 活 の 安 定 、 委 託 先 の 企 業 の 成

長・安定的な雇用の受け皿を創出するために、新規雇用

者に深ネギの基礎的な栽培技術研修を行い、周年栽培の

調査研究を目的とする業務委託を実施した。 

新規雇用者：3 人  委託企業：ドリームファーム㈱ 

む ら づ く り 事

業 
19,601,000 

集落、地区単位で組織するむらづくり推進委員会・自

治会（補助対象件数 76 件、補助対象組織 59 組織）を支

援し、地域の課題解決を行った。 

園芸振興事業 1,968,652 

伊佐 ﾌﾞﾗﾝﾄﾞとして高い評価を得ている金山ねぎ・かぼ

ちゃ・ごぼう等の園芸作物の更なる振興を図り生産面積

拡大を目指すため、関係機関との連携で一体的な推進を

図るとともに、品質向上及び生産量を確保し、販路拡大

による農業所得の向上を図った。 

金山ねぎ面積拡大事業  ：  8 件  

ごぼう面積拡大事業   ：  5 件  

かぼちゃ新規栽培助成事業： 7 件  

園芸振興事業      ：  1 件  
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米 生 産 調 整 推

進事業 
9,430,000 

米をめぐる情勢の厳しい状況に的確に対応するため、

販 売 価 格が 生 産 費を 恒 常 的に 下 回 って い る 作物 を 対 象

に、その差額を交付すること（農業者個別所得補償制度）

で、農業経営の安定と国内生産力の確保を図り、多様な

需要に応じた消費者に支持される米作りに努め、稲作農

家の経営安定を図った。 

野 菜 価 格 安 定

対策事業 
8,572,813 

伊佐市で生産される金山ねぎ・かぼちゃの価格保証を

実施して、生産者の経営安定と地域銘柄確立を図った。 

農 政 団 体 等 負

担 金 ・ 補 助 金

事業 

2,862,000 

市 内 の 農 政 関 係 機 関 の 長 及 び 生 産 者 の 代 表 者 が 一 堂

に会して、伊佐地域の農政推進の基本方針を協議策定し

積極的に推進した。 

負担金：姶良伊佐地域農政推進協議会負担金 

    伊佐農林高校農林業後継者育成協議会負担金 

補助金：市制 5 周年記念 2013 伊佐ふるさとまつり 

伊 佐 農 業公社

運営 費 補 助 事

業 

8,436,000 

農業公社は今後の伊佐の農業の核として、農地保有合

理化事業、農作業受委託事業、後継者育成事業を実施し

ており、伊佐広域堆肥センターも公社の 1 事業として運

営している。これらに必要な運営経費を助成した。 

生 活改善セン

ター管理運営

事業 

5,661,350 

利用 者 の 農 産 物加工技 術 の習得並び に 農村生 活 の改

善に 関 する 研 修 及び利便に供す る ため の 施設管理を 行

った。 

・大口生活改善センター   3,476,780 円  

・菱刈生活改善センター  2,184,570 円  

中山間地 域 等

直接支払制度 
104,948,373 

平地に比べ自然的・経済的・社会的条件が不利である

中山間地域において、平地の生産コストの８割相当の交

付金を交付することで農業生産の維持を図り、耕作放棄

地の防止、水源涵養機能・洪水防止機能等の多面的機能

の確保を目的として実施した。 

・  交付金 104,122,373 円  

・  推進費 826,000 円  

（国 52,061,176 円  県 26,030,579 円  市 26,030,618 円） 

経 営 体 育 成 交

付金事業 
31,589,500 

人・農地プランを作成した地域の中心経営体が、経営

規模拡大等の多角化に取り組むために必要な施設・機械

の融資による導入について支援した。 

人・農地プラン地区（7 地区） 

融資による機械等の導入支援（15 経営体） 

 

・融資主体型補助金：事業費 81,703,345 円  
（ 国 23,865,000 円  融 資 57,050,000 円  そ の 他 788,345 円 ）  

・追加的信用供与：事業費 7,353,000 円  
（ 国 7,353,000 円 ）  

・市町村事務費：360,000 円  
（ 国 159,000 円  市 201,000 円 ）  
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農 業 農村活性

化推 進 施設整

備事業 

16,503,000 

農業者の減少・高齢化や国際化の進展も相まった産地

間競争の激化などの 課 題 に対 応 す る施 策 の 推進 が求め

ら れ 、時宜の 課 題に 的 確 に対 応 し た重点化を図 り 、 農

業・農村の活性化を総合的に推進した。 

農 業 農村生 産 活性化推 進 施設整備事 業 （ 産 地 づ く り 対

策）  事業主体：北さつま農業協同組合  

・全自動ガス充填包装機：事業費 10,363,500 円  
（ 県 3,290,000 円  3 市 3,223,000 円  JA 3,850,500 円 ）  

・大豆乾燥設備：事業費 21,000,000 円  
（ 県 6,660,000 円  市 3,330,000 円  JA 11,010,000 円 ）  

活動火山 周辺

地 域防災営 農

対策事業 

39,115,000 

活動火山周辺地域において、降灰による農作物の被害

を受けている、または、受ける恐れがあると知事特認地

域の指定を受けた 3 戸以上の農家で構成する任意団体

に対し、防災営農対策事業を実施し、農業者の経営の安

定を図り、併せて地域農業の健全な発展を図った。 

降灰除去施設等整備事業（飼料収穫機購入等） 

黒牛生産組合、川北川南飼料組合、㈱グリーンネッ

トワークとどろき  

新 規就農 者 育

成支援事業 
10,500,000 

就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、新規就農

を希望する 者 の 農業 研 修 を行 う時の経 営 安 定支 援 と し

て、農業研修に必要な生活費用を助成することで、新規

就農者等を増やし農業経営の推進を図った。 

青年就農給付金事業（経営開始型）：新規就農者 8 人  

人 ・ 農 地プラ

ン作成事業 
1,396,000 

高齢化や後継者不足、耕作放棄地の増加など「人と農

地の問題」を解決するため、中心となる経営体を定め、

そこへどのように農地集積するか、またその他の農業者

の関り合い方を記載した計画書作成を支援した。 

地 域 力発信事

業 
1,659,000 

新 物 産館建設に 関 す る可能性調 査 を 実 施 し 調 査報告

書を作成した。 

地域力発信施設可能性調査業務委託 

農 地 集 積 協 力

金交付事業 
2,300,000 

人・農地プランを実現するために農地集積に協力する

者に対して、農地集積協力金を交付した。 

経営転換協力金：協力者 5 戸  合計面積 390.2ａ  

伊佐 ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ全

国発信事業 
13,185,506 

伊佐市で生産される農産物、加工品、工芸品等を伊佐

ブランドとして位置付けるため伊佐ブランド認証制度

を確立し、認定された伊佐市ブランド品の販売促進によ

り地域産業の活性化を図った。 

伊佐米のブランド化を図るためブランド認証制度を

構築し、認証基準に基づく栽培管理をしたものを認証す

ることで、消費者が安心して購入できる環境を整備し

た。併せて市内外での PR イベントを開催し、制度の周

知と伊佐米の販売促進活動を行った。 

 

伊佐米販売活動：東京、神奈川、大阪、福岡等、各地

区伊佐会総会、かごしま遊楽館誕生

祭、鹿児島市ドルフィンポート  
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麹用 米 生 産 拡

大事業 
4,000,000 

焼酎原料米の産地国表示の義務付けによる業界の動

向に対し、国産麹用米の確保に向け、伊佐市内の不作付

地となっている水田を利活用し麹用米の生産拡大を行

い、地域酒造会社への国産麹用米の継続的安定供給を行

った。 

  生産面積：25.6ha      生産者：132 人  

畜産 関 係 負 担

金 ・ 補 助 金 事

業 

20,303,810 

伊佐地区畜産の振興を図るため、地区共進会や畜産振

興大会を開催したほか、関係協議会等への出席や子牛購

買推進活動など、生産者も含め連携した取り組みを推進

した。また、優良雌牛の地域内保留や規模拡大に伴う施

設整備の促進を図るなど、畜産農家の所得向上や経営安

定化に努めた。 

 

伊佐市特定優良種雌牛保留導入事業：補助対象 101 件  

伊佐市牛舎施設設置事業     ：補助対象 5 件  

伊佐市肉用牛防疫対策事業    ：補助対象 6 件  

畜産 基盤再編

総合整備事業 
13,919,600 

畜産の核となる経営体を創出・育成するため、飼料基

盤の開発整備、農業用施設の整備等の促進を図った。  

第 2 姶良伊佐地区事業参加者負担金  

家畜飼養管理

施設整備事業 
31,834,000 

市内養豚農家（法人）が行う施設等整備に対し支援を

行うことで、円滑な規模拡大と、クーリングパドシステ

ム 等 の 新生 産 方式の導入によ る 事故率低減及び低コス

ト生産の推進を図り、健全な中核農家の育成に努めた。 

肉豚生産効率化事業（補助金 50,000,000 円のうち、

18,166,000 円は平成 26 年度へ明許繰越をした。） 

農地管理事業 15,825,608 

小規模な農道・用排水路等の基盤整備を行い、農家の

生産意欲及び農業所得の向上に寄与した。大田地区及び

共進地区の揚水ポンプ電気料、農業用施設損害賠償責任

保険料、協議会等の負担金等を支出した。 

県営 農 業 農村

整備事業 
5,886,900 

た め池整備事 業 を県営 事 業 と し て 施 行 し た こ と に よ

る事業費負担分である。 

農 地 ・水・ 農

村環境保全向

上 活動支 援 事

業 

42,216,450 

過疎化・高齢化・混住化により集落機能が低下する中

で、地域共同による農地・農業用水等の資源の保全管理

活動と、施設の長寿命化のための活動を行う集落につい

て支援を行った。 

負担金：共同活動支援交付金  28 組織  

    向上活動支援交付金  16 組織  

交付金：環境保全型農業直接支援対策事業 

         補助対象  44 件  

ほ場整備事業 241,198,161 

県営ほ場整備事業の債務負担分の償還助成と、土地改

良区が管理する農業用施設のうち、公共的役割を持つ農

業 用水利施設の維持管理費の 一部につい て 助成 す る こ

とで、施設の機能維持を行った。 

土地改良区施設維持管理助成事業 

市内土地改良区    9 件  

 農林漁業資金償還金（県営ほ場整備事業）  11 件  
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農道維持管理

事業 
9,921,800 

受託農道以外の農道を対象とした維持管理事業。維持

補 修 の ため に必要な原材料費 等 の 一部を 支給す る こ と

で、地元の生活道路として通行の利便性及び農業の生産

性の向上が図られた。 

広域農道曽木地区道路舗装補修工事ほか 2 件  

農 地 ・ 農 業 用

施設災害復旧

事業 

23,940,003 

梅雨時期や台風の発生 で 自然災害が 生 じ た 農 地や農

業用施設の災害復旧を、国庫補助事業や単独事業によっ

て施行した。 

単独災害復旧工事件数： 平沢津地区ほか 31 地区  

水路災害復旧：4 件、農地災害復旧：5 件  

 

４   工 事 の執行状況 

当年度執行された主な工事は、次のとおりである。 

補助

単独

の別 

工  事  名  工事内容  
契約金額 

（円） 

契 約 の 

相 手 方 

契 約

の 

方 法  

着  工  

年月日  

完  工  

年月日  

単 独  

ふ る さ と 農

道 大 田 山 野

線 安 全 施 設

設置工事  

車線分離標   

既 設 分 離 標 撤

去  

1,596,000 

㈲ フ ジ

ス ミ 産

業  

指 名

競 争  
Ｈ 25.6.5 Ｈ 25.7.22 

補 助  

土 地 改 良 施

設 維 持 管 理

適正化事業  

牛尾用水路  

用 水 調 節 機 製

作・取付工  

4,321,800 

（変更分）  

 178,200 

（合計）  

4,500,000 

㈱ 大 口

緒 方 工

業  

指 名

競 争  
Ｈ 25.12.17 Ｈ 26.3.17 

単 独  

広 域 農 道 曽

木 地 区 道 路

舗 装 補 修 工

事  

農 道 舗 装 補 修

工  

オーバレイ工  

4,599,000 

（変更分）  

 331,000 

（合計）  

4,930,000 

㈱大菱  
指 名

競 争  
Ｈ 26.2.3 Ｈ 26.3.20 

補 助  

田 原 下 田 地

区 （ 水 路 ）

災 害 復 旧 工

事  

施 設 復 旧 （ 水

路）  

ブロック積  

2,467,500 
㈲ 鮫 島

建設  

指 名

競 争  
Ｈ 26.1.21 Ｈ 26.3.4 

単 独  

前 目 春 園 地

区 単 独 災 害

復旧工事  

復旧延長  

L 型水路ほか  

1,092,000 

（変更分）  

 106,000 

（合計）  

1,198,000 

㈲ 南 九

ク レ ー

ン  

指 名

競 争  
Ｈ 25.8.26  Ｈ 25.10.4 

単独  

馬 渡 仮 屋 地

区 単 独 災 害

復旧工事  

頭首工復旧  

床止工ほか  

829,500 

（変更分）  

 292,500 

（合計）  

1,122,000 

㈲ 共 同

設 備 工

業  

指 名

競 争  
Ｈ 25.12.9   Ｈ 26.1.24 
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単独  

荒 田 後 庵 地

区 単 独 災 害

復旧工事  

水路復旧  

ブ ロ ッ ク 積 ほ

か  

1,134,000 
㈲ 鮫 島

建設  

指 名

競 争  
Ｈ 25.12.9   Ｈ 26.2.3 

単独  

東 市 山 野 元

地区外 2 地

区 単 独 災 害

復旧工事  

水路復旧  

木柵工ほか  
1,039,500 

㈲ 共 同

設 備 工

業  

指 名

競 争  
Ｈ 25.12.9   Ｈ 26.2.3 

 

５  委託の執行状況 

  本年度において執行した主な委託業務は、次のとおりである。 

補助

単独

の別 

委  託  事  業  名  
契約金額 

  （円） 

契 約 の 

相 手 方 

契約  

の  

方法  

契 約 の 期 間  

補助  

起業支援型地域雇用創

造事業  

伊佐産根深ネギ周年栽

培研究事業業務委託  

6,816,000 

（変更分）           

△ 1,340,143 

（合計）  

5,475,857 

ド リ ー ム フ ァ

ーム㈱  

随意

契約  

H25. 8. 1 

～ H26.3.31 

単独  
農業振興農用地地図シ

ステムの保守業務委託  
210,000 

東 亜 建 設 技 術

㈱  

随意

契約  

H25. 4. 1 

～ H26.3.31 

単独  

伊佐市菱刈生活改善セ

ンター合併浄化槽維持

管理業務委託  

441,000 
㈲大口・伊佐清

掃社  

随意

契約  

H25. 4. 1 

～ H26.3.31 

単独  
地 域 力 発 信 施 設 可 能 性

調査業務委託  
1,659,000 

㈲ リ サ ー チ ＆

コ ン サ ル テ ィ

ング鹿児島  

指名

競争  

H25. 6.3 

～ H25.9.30 

単独  
伊佐ブランド推進マネ

ジメント業務委託  
2,992,500 

㈱ 鹿 児 島 経 済

研究所  

随 意

契約  

H25. 6. 3 

～ H26.3.24 

単独  
伊佐米宣伝広告業務委

託  
4,603,200 ㈱西広  

随 意

契約  

H25. 8. 1 

～ H26.1.10 

単独  

25 農耕委託第 3 号  

ため池等整備事業  

木 崎 上 池 地 区 事 業 計 画

書作成業務委託  

2,940,000 
㈱ み と も コ ン

サルタント  

指名

競争  

H25. 10. 1 

～ H26.1.8 

単独  

25 農耕委託第 4 号  

農地防災事業（用排水施

設整備）  

五反田地区事業計画書作

成業務委託  

5,313,000 

鹿 児 島 県 土 地

改 良 事 業 団 体

連合会  

指名

競争  

H25.10.1 

～ H26.18 

単独  

25 農耕委託第 5 号  

里地区用排水路  

測量設計業務委託  

1,890,000 
㈲ 貴 島 測 量 設

計  

指 名

競争  

H25.10.1 

   ～ H26.1.8 
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単独  

25 農耕委託第 2 号  

伊 佐 広 域 農 道除草作 業 業

務委託  

711,900 

公益社団法人  

伊 佐 市 シ ル バ

ー 人 材 セ ン タ

ー  

随 意

契約  

H25. 7. 26 

～ H25.9.13 

単独  

25 農耕災委託第 2 号  

農地・農業用施設災害  

測量設計業務委託  

大口  2 工区  

525,000 

（変更分）           

323,000 

（合計）  

848,000 

㈲ 坂 口 測 量 設

計  

指名

競争  

H25. 7. 24 

～ H25.11.22 

単独  

25 農耕災委託第 3 号  

農地・農業用施設災害  

測量設計業務委託  

菱刈  1 工区  

472,500 

（変更分）           

266,500 

（合計）  

739,000 

㈱狩行測量  
指名

競争  

H25. 7. 24 

～ H25.10.31 

単独  

25 農耕災委託第 4 号  

農地・農業用施設災害  

測量設計業務委託  

菱刈  2 工区  

462,000 

（変更分）           

321,000 

（合計）  

783,000 

㈲ 貴 島 測 量 設

計  

指名

競争  

H25. 7. 24 

～ H25.10.31 

単独  

25 農耕災委託第 5 号  

農地・農業用施設災害  

測量設計業務委託  

大口  1 工区  

546,000 

（変更分）           

446,000 

（合計）  

992,000 

㈲ 比 江 島 土 木

技 術 コ ン サ ル

タント  

指名

競争  

H25. 7. 24 

～ H25.11.22 

 

６  負担金補助及び交付金等の支出状況  

   本年度において執行した主な負担金・交付金は、次のとおりである。 

 

団 体  名  事   業   名  
負担金額等 

(円 ) 
事  業  内  容  及  び  そ  の  効  果  

伊 佐 市 野 菜 価

格 安 定 対 策 協

議会  

野菜価格安定対

策事業造成資金  
8,572,000 

伊 佐 地 域 で 生 産 され る 野 菜 の価 格 を補

償し、野菜生産者の経営安定と産地銘柄確

立を図るために市・農協・生産者が資金を

造成する。  

伊佐農業公社  
伊 佐 農 業公社運

営費補助事業  
6,903,000 

今 後 の 伊 佐 の 農 業 の 核 と し て農 地 保有

合理化事業、農作業受委託事業、後継者育

成事業等を進めており、また平成 21 年度

稼働の伊佐広域堆肥センターも公社の 1 事

業として運営している。  

中山間地域（ 61

集落協定）  

中山間地 域 等直

接支払交付金  
104,122,373 

中 山 間地 域 な ど の 農 業 生 産 条件 が 不利

な地域が農業生産の維持を図り、耕作放棄

地の防止、水源涵養機能、洪水防止機能等

の多面的機 能 の確保を 目的として 実施す

る。平地との生産コストの８割相当額の交

付金を集落に交付する。  

大 口 地 方 卸 売

市場管理組合  

大 口 地 方卸売市

場管 理組合 管 理

事業  

1,386,000 

生 鮮 食料 品 等 の 卸売 の た め に開 設 され

た 市場の 管 理組合 の 事 務を共 同処 理する

ために必要な経費の一部を負担し、継続的

な運営を図る。  
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主な補助金の支出状況は次のとおりである。 

 

鹿 児 島 県 地 域

振興公社  

畜産基盤再編総

合整備事業  

（第 2 姶良伊佐

地 区 事 業参加者

負担金）  

13,919,600 

畜産の核となる経営体を創出・育成する

ため、飼料基盤の開発整備、農業用施設整

備等の促進を図った。  

姶良・伊佐地域

振興局  

県営農 業 農村整

備 事 業 （ 土 地 改

良事業負担金）  

5,791,500 
県 が 事 業 主 体 と なっ て 行 う 農 業 農 村整

備事業について、市の負担分を支出する。 

鹿 児 島 県 水 土

里 サ ー ク ル 活

動支援協議会  

農 地 ・ 水 ・ 農村

環境保 全向上 活

動支 援 事 業 （ 農

地 ・ 水 保 全 管 理

支払交付金）  

36,636,050 

地域共同による農地・農業用水等の資源

の 保 全 管 理 活動への 支 援を行う共 同 活動

支援交付金と、農業用用排水路等の補修や

更新などの 施 設 の 長寿 命化 の た め の 活動

を支 援する 向上対策支 援交付金に ついて

負担する。  

支援対象者  

（ 44 名）  

農 地 ・ 水 ・ 農村

環境保 全向上 活

動支 援 事 業 （環

境保 全 型 農 業直

接支払交付金）  

5,246,400 

地 域 温暖 化 防 止 や生 物 多 様 性 保 全 等に

効果の高い 営農 活動に 取り組む農 業者に

対して、当該営農活動の実施に伴う追加的

なコストを支援することで、農業分野の有

する環境保 全 機 能を一 層発揮させ ること

を目的とする。  

団 体  名  事   業   名  
補助金額 

(円 ) 
事  業  内  容  及  び  そ  の  効  果  

む ら づ く り 推

進委員会・自治

会（ 76 件）  

むらづくり事業  19,601,000 
集落・地区単位で組織するむらづくり推

進委員会・自治会の地域課題解決を図る。 

ご ぼ う 栽 培 農

家（ 5 件）  

園芸振興事業  

（ごぼう面積拡

大事業）  

483,000 

栽培開始時の高額となる資材購入費・種

子購入費を助成することで、新規生産者の

開拓を行い、管内の新ごぼう生産拡大を目

指し土地利用の推進を図る。  

伊 佐 か ぼ ち ゃ

振興会  

園芸振興事業  

（かぼちゃ新規

栽培助成事業）  

672,000 

伊 佐 ﾌ ﾞ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞとして高い評価を得ている

かぼちゃの新規栽 培 農家を掘り起こすた

めに、資材購入・苗購入費に助成を行い生

産拡大と土地利用の促進を図る。  

伊 佐 市 農 業 再

生協議会  

米生産調整 推進

事業  
8,373,000 

農 業 経営の 安定と 国内 生 産 力 の確 保を

図り、食料自給率の向上と農業の多面的機

能を維持することで、稲作農家の経営安定

を図る。  

伊 佐 ふ る さ と

ま つ り 実 行 委

員会  

農政団体等 補助

金事業（市制 5

周 年 記 念 2013

伊佐ふるさ とま

つり）  

2,000,000 

生産者、消費者、関係機関が一体となり、

本市 の基幹産 業 で あ る 農 業への 理解を深

め、伊佐市ふるさとまつりを通して本市の

活性化を図る。  
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伊佐農業公社  

伊佐農業公社運

営補助事業  

（産業用無人ヘ

リコプター操縦

資格取得）  

1,533,000 

伊 佐 農 業公 社が実施す る無人ヘリ 防除

事 業においてオペレ ー タ ーが不足してい

るため、新規オペレーターを育成し増加す

る作業委託への対応を図る。  

北 さ つ ま 農 業

協同組合ほか  

農業制度資金利

子補給事業  
1,311,324 

農 業 の 振 興 と 農 業 経営 の 安定を図 る た

め、制度資金借入者に対する利子補給を行

う。  

市 内 中 心 経 営

体（ 7 地区 15 経

営体）及び基金

協会  

経営体育成交付

金事業（中心経

営体等施設 整備

事業）  

31,218,000 

人・農地プランを作成した地域の中心経

営体が、経営規模拡大等の多角化に取り組

むために必要な施設・機械の融資による導

入について支援した。  

北 さ つ ま 農 業

協同組合  

農業農村活 性化

推進施設整 備事

業  

16,503,000 

大豆乾燥設 備や全自動 ガス充填包 装 機

の導入を市が一部補助したことにより、施

設の能力が向上し、大豆を収穫後直ちに乾

燥調 整ができることによって高齢者等も

作付が容易になり、26 年度の作付面積が拡

大した。  

飼料生産組合  

(3 件 ) 

活動火山周辺地

域防災営農対策

事業（降灰除去

施 設 等 整 備 事

業）  

39,115,000 

活動火山周辺地域にて、降灰による農作

物の被害を受けている又は受ける恐れが

ある農業者に対し、防災営農対策事業を実

施し農業者の経営の安定を図る。  

青年就農者  

(8 件 ) 

新規就農者育成

支援事業  
10,500,000 

新規就農を 希望する者 の 農 業 研 修 時の

経営安定支援として、農業研修に必要な生

活費用を助成することで、新規就農者等を

増やし農業経営の推進を図る。  

経営転換協力

者（ 5 件）  

農地集積協力金

交付事業（ 経営

転換協力金）  

2,300,000 

人・農地プランを実現するために農地集

積に協力する者に対して、農地集積協力金

を交付する事業で、プランの実行に向けた

取組の推進を図る。  

北 さ つ ま 農 業

協同組合  

麹用米生産拡大

事業  
4,000,000 

伊 佐 市内の 不作 付 地 と なっている 水 田

を利活用し麹用米の生産拡大を行い、地域

酒造会社への 国 産麹用 米 の継続的安定供

給を図る。  

肉 用 牛 飼 養 農

家（ 101 件）  

畜産関係補 助金

（伊佐市特定優

良種雌牛保留導

入事業）  

13,550,000 

 

地区内に優良種雌子牛を保留し、母牛改

良を推 進すること で商品価値の高い子牛

生産を推進する。  

畜産農家（ 5 件） 

畜 産 関 係 負 担

金・補助金事業  

（伊佐市牛舎施

設整備事業）  

2,500,000 

経営規模の 拡大を希望 する畜産 農 家の

畜舎建築に対し助成を行うことで、市内肉

用牛総飼養頭数の減少を抑制し、併せて対

象農家の経営安定化を図る。  



 - 12 - 

 

７   財産等の管理状況 

当課所管の土地、建物等はおおむね良好に管理されていることを認めた。 

 

生活改善センターの利用件数            単位：グループ件数 

施    設    名  4 月  5 月  6 月  7 月  8 月  9 月  10 月  

大口生活改善センター  35 19 16 8 15 21 23 

菱刈生活改善センター  18 2 3 7 0 25 14 

            

11 月  12 月  1 月  2 月  3 月  合  計  

21 16 10 7 14 205 

6 2 1 2 5 85 

. 

８  現地監査について 

  土地改良施設維持管理適正化事業（牛尾用水路用水調節機）、平原井手口地区

（田）災害復旧工事、田原下田地区（水路）災害復旧工事、馬渡仮屋地区単独災

害復旧工事（頭首工復旧）、むらづくり整備事業情報伝達施設整備事業（麓後地

区むらづくり委員会）、家畜飼養管理施設整備事業（肉豚生産効率化事業）沖田

牧場について現地監査を実施したが、いずれも良好に施工、管理されていること

を認めた。 

  また、ため池の第 1 山仁田池や渕辺貯水池、獅子間野牧場について現地監査を

実施したが、いずれも良好に管理されていることを認めた。 

 

９  その他  

  当課が整備保管すべき財務に関する諸帳簿類は、おおむね良好に整備されてい 

 ることを認めた。 

沖田黒豚牧場  

家畜飼養管 理施

設整備事業  

（肉豚生産効率

化事業）  

31,834,000 

施設等整備に対し支援を行い、規模拡大

と ク ー リ ン グパド シ ス テ ム 等 の新生 産 方

式の導入による 事故率低減及び低コ ス ト

生産の推進を図る。補助金 50,000、000 円

のうち、 18,166,000 円は 26 年度に繰り越

した。  

 

対象地区 15 地

区  

農 地 管 理 事 業

（市単独土 地改

良事業）  

2,000,000 
土 地 改 良 施 設 等 の 補 修 を行うこと によ

り、施設の安定及び用水等を確保する。  

土地改良区  

ほ 場 整 備 事 業

（農林漁業資金

償還金）  

231,115,541 

県営ほ場整 備 事 業 の債 務 負 担 分 の 償還

助成を行い、農家の所得向上及び生産意欲

向上に寄与する。  


